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三
． 

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
主
催
　
物
故
者
追
弔
会

  

（
三
月
二
〇
日
、
養
寿
寺
本
堂
）　

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

会
員
で
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
、
池
田
一
三
夫
様
、
野
村

次
光
様
、
横
井
宏
次
様
、
寺
田
イ
ツ
子
様
の
四
名
の
遺

徳
を
偲
び
、
大
勢
の
方
が
お
参
り
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
敬
称
略
】

住
職
（
代
表
役
員
）　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野　

直
人

坊
守
（
責
任
役
員
）　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
千
珠
子

総
代
（
責
任
役
員
）　
　
　
　
　
　
　
　

樹
神　

五
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樹
神　
　

守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樹
神　

康
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田　

光
秋

高
岡
組
門
徒
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
田　
　

勲

（
高
岡
組
門
徒
会
会
長
）　
　
　
　
　
　

樹
神　
　

守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山　

節
子

養
寿
寺
世
話
方
会
（
◎
は
代
表 

☆
は
監
査
）

　

男
性　
　
　
　
　

◎
溝
脇　

孝
行　

☆
池
田
全
輝
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
田　

和
男　
　

鶴
田　

松
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠　
　

直
之　
　

寺
田　

孝
男

　

一
周
忌　

・
・
・
・
平
成
二
十
八
年
ご
逝
去

　

三
回
忌　

・
・
・
・
平
成
二
十
七
年　

〃

　

七
回
忌　

・
・
・
・
平
成
二
十
三
年　

〃

　

十
三
回
忌　

・
・
・
平
成
十
七
年　
　

〃

　

十
七
回
忌　

・
・
・
平
成
十
三
年　
　

〃

　

二
十
三
回
忌
・
・
・
平
成
七
年　
　
　

〃

四
．
蓮
如
記

　

御
志
納
い
た
だ
い
た
方
は
、
一
九
二
名

　

御
志
納
額
は
、
五
十
七
万
五
千
円

　

多
く
の
方
に
御
参
詣
な
ら
び
に
御
志
納
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
詣
者
数
は
、
前
年
よ
り

三
名
増
。
御
志
納
額
も
、二
万
八
千
円
の
増
加
で
し
た
。

法
要
法
話
の
内
容
は
ほ
ぼ
維
持
し
た
ま
ま
、
時
間
を
圧

縮
し
、土
の
午
後
・
日
の
午
前
で
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、

蓮
如
忌
の
日
程
、
内
容
と
も
充
実
を
目
指
し
さ
ら
に
検

討
し
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
．
初
参
り
式

一
．
除
夜
の
鐘か
ね

撞つ

き
な
ら
び
に
修し
ゅ

正し
ょ
う

会え

　

本
年
度
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
五
百
人
以
上
の
方

が
除
夜
の
鐘
撞
き
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
． 

書
き
初
め
会

　

十
一
人
の
お
子
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

好
評
に
つ
き
次
年
度
も
実
施
の
予
定
で
す
。

蓮華の会　活動の様子

蓮華の会　テキスト

『
書
い
て
味
わ
う
正
信
偈
』
蓮
華
の
会

平
成
二
十
九
年
度
　
年
忌
　
早
見
表

平
成
二
十
九
年
度

養
寿
寺
組
織
一
覧
表

昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
五
月
ま
で
の

主
な
行
事
の
ご
報
告

　

本
年
度
も
蓮
華
の
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
心
静
か

に
書
写
に
取
り
組
み
な
が
ら『
正
信
偈
』を
学
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
午
前
一
〇
時
よ
り
約
一
時
間
、
毎

回
お
菓
子
お
茶
代
五
百
円（
書
籍
代
は
別
）を
ご
予
定
く

だ
さ
い
。
な
お
、
予
定
日
は
九
月
二
十
七
日
、
十
月

十
三
日
、
十
一
月
八
日
、
十
一
月
二
十
二
日
、
十
二
月

十
三
日
の
５
回
で
す
。
参
加
さ
れ
る
方
の
ペ
ー
ス
に
合

わ
せ
て
進
め
て
い
け
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。（
連
絡
先　

☎　

五
二
ー
四
四
七
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

忠
男　
　

寺
田　

明
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　
　

行
雄

　

女
性　
　
　
　
　

◎
寺
田　

好
美　
　

寺
田　

裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
坂　

貴
子　
　

寺
田　

里
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
富
志
恵　
　

加
藤　

弘
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樹
神
美
和
子　
　

寺
田　

里
美

養
寿
寺
同
朋
会
世
話
方

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
寺
田　

純
子　
　

樹
神
さ
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
三
恵
子　
　

志
賀
さ
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

秀
子　
　

鶴
田　

マ
ミ

養
寿
寺
仏
華
係　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樹
神　

昭
二

御
仏
供
米
料
の
世
話
方　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樹
神　

清
治　
　

樹
神　

光
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　
　

守　
　

樹
神　

秀
則 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

喜
雄　
　
　
（
順
不
同
）

養寿寺総代　新旧養寿寺世話方　集合写真

修正会書き初め会　作品

福祉法人オンリーワンのクッキー販売初参り式の様子　② 蓮如忌   世話方   厨房の様子 蓮如忌　お斎の様子

除夜の鐘撞き書き初め会　表彰式

蓮如忌　法話　池田先生初参り式の様子　① 蓮如忌　音楽法要　大正琴 蓮如忌　音楽法要　コーラス

　

二
十
七
回
忌
・
・
・
平
成
三
年　
　
　

〃

　

三
十
三
回
忌
・
・
・
昭
和
六
十
年　

〃

　

三
十
七
回
忌
・
・
・
昭
和
五
十
六
年　

〃

　

四
十
三
回
忌
・
・
・
昭
和
五
十
年　

〃

　

四
十
七
回
忌
・
・
・
昭
和
四
十
六
年　

〃

　

五
十
回
忌
・
・
・　

昭
和
四
十
三
年　

〃

　

年
忌
法
要
の
こ
と
は
も
と
よ
り
、
ご
自
宅
の
仏
壇
の

こ
と
、
お
布
施
の
こ
と
な
ど
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と
も

仏
教
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
通
じ
る
と
思
い
ま

す
。
遠
慮
無
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
☎ 

〇
五
六
五
ー
五
二
ー
四
四
七
〇
）
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養
寿
寺
世
話
方
の
み
な
さ
ま
の
お

力
で
、
本
堂
や
境
内
の
整
備
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。

 ８月７日～８日　早朝『心の元気塾』〈＝暁天講座〉
　　　　　　　　（朝６時００分～７時１５分、２日間の参加費朝食費１０００円）

　　７月初旬までの申し込みは養寿寺に直接お越し下さい。
　　℡　５２－４４７０

 ８月７日（月）　講話　講師　CoCo壱番屋　創業者　　宗次德二　先生
    〃８日（火）　法話　講師　岡崎市　福万寺　住職　　戸松憲仁　先生

 ８月下旬（４日間）	 お寺でラジオ体操　と　お経（おつとめ）の練習（朝６時３０分～）参加無料
 ９月４日（月）	 養寿寺世話方会主催　　秋の法話会　　講師　岡崎市　本宗寺住職　堀田　護先生
 ９月23日（土・祝）	 養寿寺　永代祠堂法要　　参詣者の方にはお寺より詳細と出欠席確認のハガキをお出しします。
10月２日（月）	 同朋会主催　　秋の法話会　　西尾市　安楽寺　伊奈祐諦 先生
10月14日（土）	 中田町　萬國寺　落慶法要・親鸞聖人御遠忌法要　《　稚児行列有り　》
10月27日～29日	 報恩講　
　　第１日（金） 午後のみ　　勤行　　法話　講師　養寿寺住職  
　　第２日（土） 午前と午後　勤行　　法話　講師　三重県　正寶寺　　藤本愛吉 先生
　　第３日（日） 午前　　　　勤行　　法話　お斎（とき＝昼食〈庫裏にて〉）あり　
　　　　　　　 午後　　音楽法要　　法話　午前午後とも　講師　京都府　作家　和田真雄 先生
11月28日（火）　高岡組門徒会主催　東本願寺報恩講参拝および研修〈研修場所　二条城〉（日帰り）

【花園コーラス練習日】　9月6日、9月20日、10月11日、10月25日　(水曜日　午前10時から)

【 平成 29 年度　12 月までの主な予定　ご案内】
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
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
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


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初
盆
を
迎
え
る
方
々
を
対

象
と
し
た
合
同
盂
蘭
盆
会
を

養
寿
寺
本
堂
で
執
り
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
八
月
十
三

日
・
十
四
日
に
行
い
ま
す
。

対
象
の
ご
家
族
に
は
案
内
状

を
郵
送
致
し
ま
す
。

　

六
名
の
お
子
様
と
そ
の
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
が
、
参

加
さ
れ
、
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
子
安
観
音
】

　

養
寿
寺
に
あ
り
ま
す
二
体
の
観
音
菩
薩
像
で
す
が
、

母
と
子
の
像
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　

養
寿
寺
の
歴
史
と
と
も
に
こ
の
二
体
の
観
音
菩
薩
像

六
．
花
ま
つ
り

　

お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
う
養
寿
寺
の
『
花
ま
つ

り
』
。
午
前
中
は
、
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
方
々
を
中
心

七
．
春
の
法
話
会

　

さ
る
五
月
十
八
日
に
養
寿
寺
世
話
方
会
主
催
『
春
の

法
話
会
』
が
養
寿
寺
本
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

は
、
西
尾
市
専
念
寺
住
職
の
羽
向
智
洋
先
生
で
し
た
。

身
近
な
例
を
だ
さ
れ
な
が
ら
、
仏
教
を
と
て
も
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
面
白
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
法
話
講
師

に
関
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
方
に
担
当
し
て
い
た
だ
く
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

合
同
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

会え

（
初
盆
の
方
）

短
信

初参り式の様子　④

春の法話会　おみがき体験火災防止のローソク立て

初参り式の様子　⑥花まつり  午後の部の様子  その 2 花まつり　午前の部の様子　その 2

初参り式の様子　③

春の法話会　法話の様子境内　樹木剪定作業
盂蘭盆会

初参り式の様子　⑤

養寿寺内　親子の
ような観音菩薩像

花まつり  午後の部の様子  その 1 花まつり　午前の部の様子　その 1

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
午
後
は
、
花
園
子
ど
も
会
の
ご

協
力
を
得
て
、
お
子
様
と
お
母
様
を
中
心
に
ご
参
加
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
午
前
は
、
二
十
五
人
。
午
後
は

十
五
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
子
安
観
音
）
の

謂
わ
れ
に
つ
い
て

も
参
加
者
の
方
々

に
お
話
し
ま
し

た
。

〔ラジオ体操〕 〔法話会〕 〔永代祠堂法要〕 〔報恩講〕 〔本山団体参拝と研修旅行〕

CoCo壱番屋　創業者
宗次徳二先生

注意　本年度より
　　　２日間　朝６時スタート


